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○本船動静

19日14時00分生物調査実習海域発航

【学校側コメント】
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　昨日は予定を早め、午前中に底魚釣り実習は終了しました。本日の午後から伊豆諸島北部での荒天が

予想されたからです。この荒天の中の航海を避けるための措置です。昨日の釣果は、ハマダイ・カンパ

チ・ヒメダイ・チカメキントキ等、多彩な魚種を釣り上げることが出来ました。この多彩な魚種が捕獲

されたことで新たな調査資料となり、蓄積された貴重なデータは、今後に活かされます。

　大島丸は順調に航海を続けて昨夜遅くに八丈島を通過。０７時過ぎには三宅島通過。昨日は風速7m/

ｓ前後であった風も夜明けには10m/ｓほどに風速は増しています。やはり予想通り、午後には15m／ｓ

以上の強風になるのだと思われます。但し、その頃には大島岡田港沖合に着いていますので強風は島陰

で防ぐことが出来ます。当初は１６時に岡田港着岸予定でしたが、荒天模様になることを考慮して13時

着岸となりました。本日の生徒の実習メニューも変わってきます。船の予定は、時に大きく変わること

がありますが、その多くは天候によるものです。そんな変化に備えて臨機応変に対応して行動できるよ

うにするのが「船乗り」です。

　13日のコメントでの「大島丸温泉」について説明します。温泉としていますが、その仕組みは、海水

を機関室内のボイラーで60度ほどに温め、温水パイプを通じて生徒用（男女）及び船員用の浴槽へ。そ

のままだと高温過ぎて入れませんので普通の海水を別パイプで取り込み浴槽内へ。混ぜ合わせて適温度

として入浴します。温水は垂れ流し状態です。これは温水パイプの蛇口バルブを閉めてしまうと温水の

逃げ場がなくなり、ボイラー機器の故障の一因になる惧れがあるからです。そのため正しく「かけ流し

温泉」になります。
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